
































































































別　紙　１

予算（平成29年度）
（単位：百万円）

海技教育の実施 研究の実施 成果の普及・活用促進 法人共通 合　計

収入
運営費交付金 5,724 324 179 1,142 7,368
施設整備費補助金 320 0 0 0 320
受託収入 0 3 32 0 35
業務収入 893 0 0 0 894

計 6,937 327 211 1,142 8,617

支出
業務経費 2,369 5 6 0 2,379
施設整備費 320 0 0 0 320
受託経費 0 1 30 0 31
一般管理費 0 0 0 258 258
人件費 4,523 307 165 736 5,732

計 7,212 314 200 994 8,721

（注）単位未満を四捨五入しているため合計額が合わない場合がある。

区　分



別　紙　２

収支計画（平成29年度）
（単位：百万円）

海技教育の実施 研究の実施 成果の普及・活用促進 法人共通 合　計

費用の部 6,844 314 200 988 8,346
経常費用 6,844 314 200 988 8,346

業務経費 6,810 312 171 0 7,293
受託経費 0 1 30 0 31
一般管理費 0 0 0 987 987
減価償却費 35 0 0 0 35

収益の部 6,806 312 199 982 8,300
経常収益 6,806 312 199 982 8,300

運営費交付金収益 5,317 308 167 961 6,754
受託収入 0 3 32 0 35
業務収入 943 0 0 0 944
資産見返負債戻入 546 0 0 21 567

純損失 -38 -2 -1 -5 46
目的積立金取崩額 0 0 0 0 2
総損失 -37 -1 -1 -5 -44

（注）単位未満を四捨五入しているため合計額が合わない場合がある。

区　分



別　紙　３

資金計画（平成29年度）
（単位：百万円）

海技教育の実施 研究の実施 成果の普及・活用促進 法人共通 合　計

資金支出 7,212 314 200 994 8,721
6,892 314 200 994 8,400

320 0 0 0 320
財務活動による支出 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

資金収入 6,937 327 211 1,142 8,617
6,617 327 211 1,142 8,297

運営費交付金による収入 5,724 324 179 1,142 7,368
受託収入 0 3 32 0 35
業務収入 893 0 0 0 894

投資活動による収入 320 0 0 0 320
施設整備費補助金による収入 320 0 0 0 320

（注）単位未満を四捨五入しているため合計額が合わない場合がある。

業務活動による収入 

次期中期目標期間への繰越金

区　分

業務活動による支出 
投資活動による支出 



Ⅳ－（１）施設・設備の整備 別　紙　４

平成29年度計画 平成29年度契約実績

施設・設備の内容
予定額

（百万円）
財源 施設・設備の内容

契約額
（千円）

財源

教育施設整備
学校施設の耐震改修工事

72
独立行政法人海技教育機構

施設整備費補助金
唐津海上技術学校本館及び体育館耐震補強工事 61,560

合計 72
唐津海上技術学校本館及び体育館耐震補強工事監理
業務委託

3,240

海技大学校学生寮東耐震改修工事（設計変更） 929

海技大学校学生寮等（西）耐震改修工事 167,400

口之津校生徒寮等耐震工事 87,247

合計 320,376

＊ 契約実績には平成28年度補正予算分を含む

独立行政法人海技教育機構
施設整備費補助金



添付資料

独立行政法人海技教育機構

平成29事業年度評価
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添付資料13

新たな講習課程の設置

海事広報活動の実績

海技教育機構調達等合理化計画の取組実績及び取組に対する自己評価

添付資料12 人材確保に向けた広報活動

添付資料11 研修生の受入及び専門分野への委員派遣の実績

添付資料４ 海技士国家試験の合格実績

海事関連企業等への就職率

添付資料一覧

添付資料１ 養成定員等の推移

添付資料３

添付資料２ 一貫性カリキュラムと内航船員養成教育訓練プログラムの関連性

添付資料15

添付資料16

一者応札案件内訳

人事交流及び教職員の研修実績

添付資料５

添付資料６

添付資料14

練習船視察会アンケート結果

講習受講者アンケート結果（実務教育）添付資料７

添付資料８

海運業界等との連携（意見交換会等）

研究成果発表一覧

研究項目一覧添付資料９
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〇応募倍率：応募者数／入学定員
〇実質倍率：実受験者数（※）／合格者数 ※実受験者数は重複受験者を除いた数

養成定員等の推移
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海事関連企業等への就職率

添付資料3
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※平成29年度については乗船実習科進学者も含む。



○合格率

　　四級海技士（航海・機関両方）の合格率

　　三級海技士（航海または機関)の合格率

添付資料4

　　三級海技士（航海又は機関の合格率）

海技士国家試験の合格実績
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〇海運業界からの意見

〇学生の感想

〇教育等への反映

・事故を起こさないようにしっかり学校の勉強や実習を頑張りたいです。

・乗組員の高齢化で、タンカー所有各社とも若い人材を欲しがっていることが分かった。

・一番大切なのは「コミュニケーション能力」であることを改めて認識しました

･船員不足及び若年船員の確保は、海運業界の問題であることを改めて認識すると共に、今後船員養成を
する上で、より一層のミスマッチ防止に重点を置きつつ、就職指導行うことを再認識した。

・船員への心構えとして、①責任感 ②向上心 ③忍耐力 ④融和性が必要である。

･いずれの会社も「学校でしっかり学ぶこと」「人間性を磨くこと」と言われている。

･分からないことがあれば質問し、コミュニケーション能力を向上させる必要がある。

・簡単なロープワークや、バルブハンドルの取扱方が分からない者がおり、基本的なところはしっかりと身に
つけてきて欲しい。

・荷役時間や荷役形態、乗船期間などの確実で詳細な情報を知ることができた。

内航代表講師による講演 84

日本船主協会による勉強会 85

関東地方船員対策協議会

海技教育財団

日本船主協会

内航海運講座 九州運輸局 74

内航船に関する講演会 118

九州運輸局 九州地区船員対策連絡協議会 56

531全国内航タンカー海運組合

   九州運輸局による出前講座

内航タンカーについての説明会

○就職説明会等への学生の参加・・・1,904名

開　　催　　名 主　　催 参加人数

海技者セミナー 地方運輸局 772

他海事関係団体

添付資料5

海運業界等との連携（意見交換会等）

○海運業界等との意見交換会や学生への説明会等・・・94回

主　な　相　手　方

日本船主協会、各地方船員対策連絡協議会、全国内航タンカー海運組合、全日本海員組合

中部地方船員対策連絡協議会懇談会 中部地方船員対策連絡協議会 14

内航海運業の概況説明 愛媛内航船員対策協議会 27

内海水先人会　業務就職説明会 内海水先区水先入会 10

海運業務講演会 海技大学校　学生課（学校主催） 27

船員就職セミナー 中部地方船員対策連絡協議会 106



１．視察会実績

２． 設問及び結果

練習船の訓練内容は社船の現場で役に立つと思いますか？

教官の指導方法は適切ですか？

実習生の取組態度は良好ですか？

社船の現場で必要な技能を習得するための設備を備えていますか？

船内の設備など、実習生の生活環境は良好ですか？

３． 自由意見（抜粋）

・

・ 両教務担当のひたむきさと情熱が、実習全体に良い影響を与えている。

・ 各場面で丁寧な指導をしていると感じた。シニアクラスの実習指導は素晴らしい。

・ 運航面、実習面の両方で若手の教育が重要課題と考える。

・ 実習生数が多く、教官がこの布陣で十分なのか疑問。

・ 航海科・機関科とも１ワッチに２名の職員が必要。

・

・

・ 機関科は多人数への指導に対応するために、良く工夫された配管調査課題を作成し、使用していた。実
習生は真面目に取り組んでいた。

（３）平成３０年　２月　２日　　　　内航海運事業者（広島） 回答数１０

　「練習船の訓練内容は社船の現場で役に立つと思いますか？」との問いに対して90.0％が「そう思う」、「少
しそう思う」との回答だった。

自分たちが体験した実習と比べ、非常に丁寧に指導している。特に船長・機関長が率先して指導に当たる
ことはかつてなかった。

これまで採用時には知識や技術が定着していない印象だったが、練習船ではしっかり細かくやっているこ
とが分かった。練習船実習の内容を復習するよう指導したい。

シーマンシップを重視した教育をお願いしたい。船種に合わせた実技教育は船社が責任を持って行うべき。

添付資料6

練習船視察会アンケート結果

（１）平成２９年１０月１４～１６日　外航海運事業者（室蘭～宮津 ） 回答数　４

（２）平成２９年１１月　９日　  　　内航海運事業者（神戸） 回答数１６

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Q5 実習生の生活環境

Q6 設備について

Q7 実習生の態度

Q8 指導方法

Q9 社船の現場で役に立つか

そう思う 少しそう思う どちらでもない 少し思わない 思わない



○アンケートの質問内容

・受講のきっかけ

・講習内容の満足度（5段階評価）

・講習期間の満足度（5段階評価）

・受講後、今後の参考になると感じた講義内容

・受講後、不要と感じた講義内容

・今後、受講を希望する講習または講義内容

・その他、ご意見やご感想

○「講習内容の満足度」の集計結果（航海科：315　機関科：173）

○「その他、ご意見やご感想」からの抜粋

＜航海科＞

・

・

・

・

・

・

＜機関科＞

・

・

・

・

・

・

機関科 94.2% 5.8%

合計 95.1% 4.9%

航海科 95.6% 4.4%

添付資料7

講習受講者アンケート結果（実務教育）

肯定的な評価
（大変満足した、満足した、

ほぼ満足した）

否定的な評価
（あまり満足していない、
満足していない）

他社の人とチームを組むことで、操舵号令ひとつとっても違いがあり、短い時間で自分の意図を伝えるこ
との難しさを感じた。普段同じメンバーで乗っている船においても自分の考えを伝える(教える)ことで下の
者の成長を促すとともに、自らの行動のチェックをしてもらえるので今後もより実践していきたい。

何度受講してもいいと思う講義です。意識的なものなので繰り返し見返すことが大事と思います。ただ資
料の改訂(文書、動画)を出来たらお願いしたいです。今後も研修参加を希望しています。

コミュニケーションの大切さを再確認出来た。ブリーフィング、デブリーフィングの大切さも分かり、今後活
かしてみようと思いました。

シミュレータ実技はとても参考になりました。本船の荷役オペレーションが分かり良かったと思います。座
学で頭では理解したつもりでいてもいざ、スタンドの前に立つとなかなか手が出ず難しかったです。

安全・衛生は個人によるところが大きいように考えていましたが、管理者、担当者のやり方次第で大きく
変わることがわかりました。ありがとうございました。

講師の方が2名付いて下さったことで質問したりアドバイスを受けたりしやすかったです。今後の船内での
旋盤作業監督や実践に必要な知識を得ることができました。3日間ありがとうございました。

PLCの実習キットが人数分あれば効率良く学習できたように思う。

初回であるためかパワーポイントのミスを多く感じた。極域は実務として航行しないため、５年後の更新時
の講習がより内容を理解出来るかと思う。

ERMをもっと早い段階で受講できれば、エンジニアとしての自覚が早い段階で気付けると思った。

短い期間だったが普段あまり見る事がない箇所や調整の仕方等作業できて少しでも身につける事ができ
た。今後自社へ戻り少しでも役立てたい.

実際の作業に役に立つ技術や注意点を実際の装置で学ぶ事ができたこと。また、何回も挑戦させていた
だいたことで知識、技能の双方の面を向上させることができたと感じています。ありがとうございました。

普段、見ることのできないもの(ポンプ内構造、タービン、ボイラ内構造、等）にも触れることができて、今ま
で学習してきたものとマッチしました。



北緯６０度以北

南緯６０度以南

　フロン排出抑制法（平成27年4月施行）に伴う
海技者のためのフロン類取扱に係る講習

　STCW条約2010年マニラ改正に対応した基本
訓練技術講習

求められる知識・技能
　□冷媒の充填や整備
　□漏洩予防保全
　□冷媒回収　等

求められる知識・技能
　□ 高所から海中への安全な飛び込み
　□ 反転した救命いかだの復正
　□ 各種持ち運び消火器の使用　等

　海技士（機関）の資格と実務（乗船）履歴のある船
員であっても、法令や最新のフロン類に関する情報
等に関する一部の要件を満たさず５年ごとに証明し
なければならない

　「個人の生存技術」、「防火・消火」に係る能力が維
持されていることを５年ごとに証明しなければならな
い

求められる知識・技能
　□ ガス燃料の管理
　□ 使用方法
　□ 非常時の対応　等

求められる知識・技能
　□ 航海計画
　□ 氷海での航海術
　□ 設備の取扱　等

天然ガス燃料船を運航するための特別な技能 氷海域を航行するための特別な技能

・ フロン講習 ・ 基本訓練
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新たな講習課程の設置

・ IGFコード：国際ガス燃料船安全コード ・ ポーラーコード：極海コード

　LNG燃料船に乗り組む船員の訓練要件を満
たす講習

　北極海航路に従事する船に乗り組む船員の
訓練要件を満たす講習



○独自研究…３０件（内新規：６件）

◎

　◎　「プロジェクト研究」：海技大学校、練習船共同の研究テーマ

研究項目

ECDIS講習の教育訓練手法改善に関する研究

事例研究　―輸送艦「おおすみ」プレジャーボート「とびうお」衝突事件―

海上データ通信の能力評価に関する調査研究

コリニアアンテナを用いた陸上におけるAISの受信性能向上に関する調査研究

荒天時における操船判断の表出化に関する研究

レジリエンス・トレーニングを用いた船員教育手法

航海業務におけるサイバーリスク教育に関する基礎研究　ー海技者の育
成とサイバーリスクに関する一考察ー

生理指標を用いたシミュレータ教育訓練におけるトレーナーとトレーニーの
緊張評価に関する研究

船陸間マルチメディア通信の効率化に関する研究

船舶における運航要員の行動分析に関する研究

船舶の運航技術の伝承に関する研究

舶用機関技術の最近の動向と機関士教育・訓練

練習船における操船シミュレータ訓練に関する一考察

23

22

海政学の再帰的近代化についての一考察

ERMの深度化に関する研究　－ERMスキルの有効活用について－

フルミッション機関室シミュレータの訓練指針に関する研究

機関室シミュレータへの応用に向けたエンジン性能に関する研究

船舶推進動力システムの動特性分析に関する研究

カメラ画像を利用した船舶認識システムに関する基礎的検討

海洋環境教育における簡易化学分析の有効性について

船首方位のインテグリティに関する研究

帆船の訓練効果に関する研究

20

21

終了予定年度

H29

H29

H29

H29

H29

H29

H29

H29

H30

H29

H29

H29

H29

H26

H26

H27 H29

H29

H28

H28

H29

H28 H29

1

2

3

4

5

14

15

16

6

10

H28

H28

H28

H28

H30

H27

海商法改正に伴う船長の職務・権限と現場実効性についての研究

STCW条約改正に伴う旅客船の乗組員の安全訓練に関する検討

太陽電池及び燃料電池の船舶や海洋機器への導入に関する研究

国際条約等により規定される新たな教育訓練にかかる研究

航跡制御機能（TCS）の現状と動向に関する基礎研究

H27 H29

H27 H29

H26 H32

7 H26 H29

8 H27 H29

9 H27

大型帆船の帆走性能に関する研究（日本丸・海王丸）

海王丸の低速時における操縦性能に関する研究（海王丸）

通訳訓練を用いた海事英会話習得について

13 H27 H29

12 H27 H29

11 H27

H2717

18

19

添付資料9

研究項目一覧

30 H29 H34

H26

27 H29 H30

26 H29 H29

25 H29 H30

24

H14

H12

開始年度

29 H29 H31

28 H29



○受託研究…２件（内新規：１件）

○共同研究…８件（内新規：１件）

3D高精度対地速度計測による船体抵抗の推定に関する研究

航海視環境とヒューマンファクタに関する調査研究

船舶起源PMの排出特性及び低減に関する研究

実船のフジツボ類の船体付着と防汚塗装からの防汚剤の溶出速度に関する研究

青色発光ダイオードを利用した海洋付着生物の着生制御実験と船舶運航
管理への新展開

船舶排ガス中の変異原性 PAH 類縁体の探索

船舶遠隔健康管理システムの実証研究

内航タンカーにおける安全性向上のための教育・訓練手法の開発に関する基礎研究

研究項目

e-navigation戦略実施に伴う関連基準等に関する調査研究

終了予定年度

H29

H29

H29

H29

H28

開始年度

H28

H16 H29

H29

H29

H29

H30

H29

H26

H27

H29

H12

H27

H28

H29

研究項目 開始年度 終了予定年度

操船シミュレータ訓練等における調査研究

7

8

2

3

4

5

6

1

2

1



☆：査読付き学術論文

☆

☆

☆

☆

H30.1

H29.11

国内学会
発表

H29.9

H29.9

H29.10

H29.11

H29.5

H29.7

H29.12

国際学会発表

国内学会発表

６

１１

17 超音波によるフジツボ類の船体付着検出に関する船上試験

査読付き学術論文発表 ４

発表形式 発表実績

国際学会
発表

6 H29.10

H29.5

8 H29.5

7

Real-Time Tracking of Offshore Vessel Using Pan-Tilt Camera for Keeping a
Lookout

北極海航路の安全航行のための運航実務に関する基礎検討（労働安全編）

ERMスキルに対する阻害要因と行動指標に関する研究

10

衛星AISデータを利用した冬季北太平洋運航船の波高許容基準の解析

近海航路域内に棲息する外来フジツボ幼生の実態調査

海上交通における情報源の違いによる衝突回避判断に関する検討

実運航データから見た運航シミュレーションの妥当性の検討

15

浮体式太陽光発電システムの停泊中の船舶への導入に関する基礎検討

ERMによる安全運航・事故災害防止を目指して ～海技大学校におけるERM対応状況
～

海事教育における異なる種類のアクティブラーニング型授業

目視と計器による情報が避航判断に及ぼす影響について

14

13

12

11

16

9

The difference of avoidance action between fishing vessels and power-driven
vessels

Development of the next generation type Engine Room Simulator
-The new training system which applied Projection Mapping technology-

Report of installation for the on-board type Engine Room Simulator training on
JMETS training ships

3 H29.10

4 H29.10

5 H29.10
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研究成果発表一覧

1 H29.6
Analysis of Satellite AIS Data to Derive Weather Judging Criteria for Voyage Route
Selection

2 H29.7

発表形式題目 実施日

Study on Estimation of Ship Resistance Using 3D High Accurate Measuring of Speed
over the Ground



研修生の受入

◎平成２９年度研修生の受入実績 ２７２名

専門分野への委員派遣

添付資料11

研修生の受入及び専門分野への委員派遣の実績

◎平成２９年度専門分野への委員派遣実績 ９８名

専門分野への委員派遣

専門分野への委員派遣（国際会議等）

計 98名

運航実務研修

教育実習生

インターンシップ（練習船）

ODA研修、行政機関からの受入

計

171名

0名

0名

92名

6名

101名

272名



○ オープンキャンパスの流れ（一例）

・ 開校式、学校説明、校内練習船による体験航海

・ 学生寮での昼食

・ 学生寮、校内施設見学

・ 授業見学、実習体験（操船シミュレータ、ロープワーク、機関運転等）

・ 質疑応答、閉校式

オープンキャンパス（宮古校） オープンキャンパス（清水校）

学校説明会及び見学会

小樽

館山

口之津

宮古

1回 小樽

札幌、仙台

添付資料12

人材確保に向けた広報活動

◎学校施設及び練習船を活用したイベント実績 35回

館山

オープンスクール

宮古

清水

開催地オープンキャンパス

3回小樽

3回

4回

3回

3回

島原、天草

館山

計　１０回

　上記３５回のイベントの内、２回についてはオープンキャンパス・スクールに併せて大型練習船を寄港させ学
校見学と連携した人材確保に向けた新たな広報活動を実施した。

口之津

2回

1回5回

波方唐津

札幌、清水

◎統合効果を活かした新たな広報活動

2回計　２５回

4回

4回清水



・一般公開等の寄港要請行事：３１回（一般公開見学者７７，０８６名）

・シップスクール：３１回（参加者１，０１８名）

・校内練習船による体験航海：９回

・校内施設の見学及び体験：６回

・その他の活動※：２５回

業界紙等へ２８０件以上の関連記事が掲載された。

ジャパンシッピングニュース、内航海運新聞

ジャパンシッピングニュース、神奈川新聞

ジャパンシッピングニュース

日刊海事通信、ジャパンシッピングニュース

共同海運水産ニュース、日刊海事通信、ジャパン
シッピングニュース

ジャパンシッピングニュース、内航海運新聞
乗りものニュース

2月20日

2月28日

海技大学校で保育園児がシミュレータ
体験

JMETS職員がIMO小委員会で研究成果
発表

8月15日

10月31日

JMETS監修商品第二弾「UW手ぬぐい」を
販売開始！

練習船「銀河丸」が船上慰霊式を執り
行いました。

7月4日
JMETSの練習船隊が神戸港に一挙集
結！

◎プレスリリースの実績 １０５件

プレス日

5月20日

件名

JMETS館山海上技術学校男子チームが
見事優勝！

掲載誌

シップスクール

添付資料13

海事広報活動の実績

◎海事広報活動の実績 １０２回

※一般市民を対象とした公開講座やロープワーク教室の実施等

【銀河丸 慰霊式】

日本海事新聞

H29.8.24 掲載
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平成 29 年度 独立行政法人海技教育機構調達等合理化計画の取組実績及び取組に対する自己評価 
 

２．重点的に取り組む分野 

 

記載事項 取組実績 自己評価 

競争性のない随意契約に関す

る事項については、平成 29 年

度においても公募案件として実

施することで、適正な調達を目

指す。 

 

評価期間においては

公募の実績は無し 

 

評価：Ｂ 

今期間の競争性の無い随意契約案件については学校の光熱水費等の特命

随意案件で、電気供給契約が７件、上下水道契約が５件であった。地域性に

より供給事業者が 1 者のみとなるため、随意契約としているが、このうち電気

供給契約については、新規供給可能業者の情報収集を行い、競争契約に向

けて検討することとする。 

今期間については、公募実施対象案件とすべき案件が無かったため評価：Ｂ

とした。 

大型練習船の船舶用部品の購

入等に関する調達について、過

去、改善策を講じているにもか

かわらず、同一事業者による一

者応札が継続し、改善が見込

めない案件は前年に引き続き、

平成 29 年度においても、①透

明性を確保するため公募案件

として実施、②公募を実施した

結果、応募がない場合は、随意

契約による価格交渉により、経

費の節減を目指す取組を実施

する。 

評価期間においては

公募の実績は無し 

 

評価：Ｂ 

今期間の契約案件においては該当案件はなし。 

しかし、新規案件において一者応札が発生しており、参加可能な事業者の情

報を収集し次回以降の参入を促すとともに、併せて公募案件として実施する

事も考慮する。 

今期は対象案件が無かったため評価：Ｂとした 
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３．調達に関するガバナンスの徹底 

 

記載事項 取組実績 自己評価 

新たに随意契約を締結すること

となる案件については、契約審

査委員会（委員長は総務担当

理事）に報告し、会計規程にお

ける「随意契約によることがで

きる事由」との整合性や、より競

争性のある調達手続の実施の

可否の観点から点検を受ける

こととする。 

 

緊急随契３件 

・「青雲丸」事案に関す

る第三者委員会運営

事業に関するコンサル

ティング 

 

・フォレンジック調査業

務 

 

 

・日本丸 船舶用燃料

油の購入 

 

 

 

 

評価：Ａ 

・機構内部調査加えて、客観性を担保するために第三者委員会を立ち上げ、

本事案が起こった背景等を調査し、練習船における実習に関して今後改善を

図ることが望まれる取組みへの、整理・提言。 

 

 

・機構内において個人情報等、情報漏洩の疑いがあった。本案件は被害範

囲と影響範囲をすばやく特定し、原因の解明を行うため、コンピュータのデジ

タルテープを対象とした電磁的記録の証拠保全及ぶ調査・分析。 

 

・乗組員急病による航路変更により、搭載している燃料に過不足が生じた。 

 

上記案件については業務の遂行上、緊急性が求められることから、早急に対

応できる事業者と契約する必要があった。そのため、会計規程第３７条第２項

に基づき契約審査委員会に報告の上、点検を受けた。 

上記を踏まえ評価Ａとした。 
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記載事項 取組実績 自己評価 

予算の執行及び会計処理の適

正を期することを目的として、会

計内部監査を実施し、是正改

善の措置をとる必要があると認

めた場合には、速やかに監査

対象 箇所に対して措置をとる

ことを要求することにより、不祥

事の発生の防止を図る 

会計課職員が随行す

る監事監査及び監査

法人往査の行われな

かった学校及び練習船

において実施 

３件 

・唐津海上技術学校 

・館山海上技術学校 

・練習船日本丸 

 

 

評価：Ａ 

現地にて関係書類及び成果物を確認、契約担当職員にも手続きの聞き取り

を行い、指導を行った。なお、是正改善措置が必要と認められる案件はなか

った。 

上記を踏まえ評価：Ａとした。 

調達業務を新たに担当すること

となった職員には、会計課にお

いて「公共調達に関する基礎知

識」及び「コンプライアンス（特に

調達業務関連）」についての研

修を実施する。 

 

今期間は対象者無し 評価：－ 

新たに調達業務担当する職員には、外部機関が実施する研修等も利用し

「公共調達に関する基礎知識」及び「コンプライアンス（特に調達業務関連）」

の周知を図る。 

今期は対象者が無かったため評価は行わない。 

 

 



契 約 件 名 事業者名
予定価格（円）

（税込み）
契約金額（円）

（税込み）

1 平成29年度 土地賃借料（波方） 今治市 1,563,000 1,563,000

2 小樽校　貸切バス契約 （株）余市自動車工業 2,397,876 2,331,072

3 マイクロソフト スクールアグリーメントの契約更新 （株）有隣堂 3,293,568 2,836,585

4 船舶自動識別装置等の更新業務(日本丸) 日本無線（株） 3,780,000 3,672,000

5
視界再現装置付ﾚｰﾀﾞｰ･自動衝突予防援助装置
(ARPA)ｼﾐｭﾚｰﾀ賃貸借

（株）JECC 206,388,000 185,652,000

6 木甲板ピッチ工事（銀河丸） （株）ワイエフエフ 3,894,480 3,888,000

7 平成29年度　海王丸第2B種中間検査工事 ｼﾞｬﾊﾟﾝ　ﾏﾘﾝﾕﾅｲﾃｯﾄﾞ（株） 45,011,742 39,960,000

8 №１レーダ装置の更新業務（海王丸） 日本無線（株） 8,872,200 8,802,000

9
国立唐津海上技術学校本館及び体育館耐震補強工
事監理業務委託

平野建築設計事務所 3,672,000 3,240,000

10 平成29年度　賠償責任保険
損害保険ジャパン日本興
亜(株)

3,120,200 1,577,260

11 平成29年度　動産総合保険
あいおいニッセイ同和損保
（株）

5,582,600 5,582,600

12 平成29年度　船主責任保険
日本船主責任相互保険組
合

61,727,621 61,727,621

13 係留索の購入 (海王丸) 神戸船用品京浜事務所 1,879,200 1,879,200

14 銀河丸バラスト水管理計画書の作成 三井造船（株） 2,008,800 2,008,800

15 練習船「かざはや」定期検査工事 テイーエムマリン 14,040,000 13,932,000

16 海技教育機構本部及び各練習船向け　被服等の購入 （株）三﨑 3,123,230 3,123,198

17 不正端末アクセス検知システム等の賃貸借及び保守 日立キャピタル（株） 15,960,240 15,746,400

18
船内ﾃﾞｰﾀ処理用機器等の更新に伴うｼｽﾃﾑ改修業務
（銀河丸・青雲丸）

三井造船（株） 3,337,200 3,337,200

19 機器収容架設置及び設置に伴う配線整備 （株）サンポー 13,122,000 12,592,800

20
「青雲丸」事案に関する第三者委員会運営事業に関す
るコンサルティング業務

東京海上日動リスクコンサ
ルティング（株）

12,383,280 12,383,280

21 降下式乗込装置点検整備(銀河丸) 島田燈器工業（株） 1,162,080 1,162,080

22 練習船搭載用複合機保守業務（単価契約） コニカミノルタジャパン(株) 4,138,776 3,724,898

23 中央監視装置雷サージ被害修理工事 （株）東海ビルメンテナス 6,955,200 6,955,200

24 フォレンジック調査業務 （株）ブレインワークス 2,542,320 2,542,320

25
クラウド型グループウェアシステムに関する契約及び
保守の更新

サテライトオフィス 5,832,000 5,799,600

一者応札案件内訳
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契 約 件 名 事業者名
予定価格（円）

（税込み）
契約金額（円）

（税込み）

一者応札案件内訳
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26 銀河丸・空調用圧縮機整備工事 日新興業（株） 3,147,552 2,980,800

27 銀河丸操船シミュレータ点検整備 （株）三井造船昭島研究所 1,513,004 1,512,000

28 日本丸　船舶用燃料油の購入 伊藤忠エネクス（株） 2,511,000 2,511,000

29 第二操船シミュレータレーダ購入及び取付 日本海洋科学 4,320,000 4,320,000

30 マイクロソフト スクールアグリーメントの契約更新 （株）有隣堂 3,087,720 2,836,585

31 トナーカートリッジ等の購入（単価契約） （株）有隣堂 3,517,473 3,509,298

32 インマルサットの更新業務（日本丸） 日本無線（株） 4,320,000 4,104,000

33 船舶局・船舶地球局の登録点検等業務（各練習船） 日本無線（株） 10,260,000 9,720,000

34 電気料（小樽） 北海道電力（株） － 2,924,001

35 電気料（館山） 東京電力（株） － 4,238,602

36 電気料（唐津） 九州電力（株） － 2,642,077

37 電気料（口之津） 九州電力（株） － 2,144,015

38 電気料（宮古） 東北電力（株） － 3,033,745

39 電気料（波方） 四国電力（株） － 2,571,766

40 電気料（海技丸陸電） 関西電力（株） － 1,207,588

41 水道料金（小樽） 小樽市水道局 － 1,343,301

42 水道料金（館山） 三芳水道企業団 － 1,322,864

43 水道料金（口之津） 南島原市 － 1,618,679

44 水道料金（宮古） 宮古市 － 1,280,310

45 水道料金（海技大） 芦屋市 － 3,681,273

46 インターネット回線（専用線料金） KDDI（株） － 2,103,030



４２７名◎教職員研修の実績

25名

計 32名 計 34名

海事関連行政機関等 20名 海事関連行政機関等

転入 転出
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人事交流及び教職員の研修実績

　事務職員の行政能力向上、教員の指導力向上を図る

◎人事交流実績 ６６名

0名

海運会社 12名 海運会社 9名

船員教育機関 0名 船員教育機関

58名

369名

外部研修

内部研修

公文書管理研修
企業会計研修
情報システム調達管理研修
コミュニケーション研修　　　　　　　　　　　　　　等

ファーストステップ研修
管理識者研修
ハラスメント対策研修
STCW条約第6章基本訓練
海技者のためのフロン類技術者講習　　　　　　等


